
平成24年度　協働事業振返り調査票

協働事業の名称　生二棚引ヒの段ボールコンポスト製作

所属名（団体名）脈法人　生ごみ減量研究会

一　痕透り項目－ ��Y]H.以ｸ悗����J�/�ｴﾉ?ﾂ�コメント（理由、■感憩、、気づいたことなa　‾ 

1－1協働相手の選定㈲ 協働相手を公募しましたか。公募しない場合 は、選定理由を明確にしましたかも �� 

1－2協働相手の選定開 この事業の協働相手として自分の団体はふさわ しい団体でしたカも 迭�本猿人の持つ生ごみ減量化の知識と実践力の面か らふさわしい 

2　日的の共有 迭�生ごみ噛ヒ市民が生ごみ減量化実施への動 

事業の目的・目標を共有しましたカ㌔ 刹@づけについて共有 

3　日的・目標の達成 迭�本事業としては初期の目的・目標は達成したと思 

事業の目的・目標は達成できましたカ㌔ 凵｡われる。受講者が続けているかどうかはアンケー トによらないとわからない 

4事業実施中の意見や情報の交換 適宜、意見や情報の交換を行い、必要に応じ協 議事項の見直しを行うなど、柔軟に対応できま したれ 店���柔軟に対応できた。講習会開催中、意見や情報 交換はかなり頻繁に行われた。実施後、市と協幕 に事項の見直しを行った 

総合コメント 

千葉市のごみ減量戦略の一環として「生ご和郎酎ヒの段ボールコンポスト製作」講習会は目的・目標を十分達成したと考 

えられる 

∴振返り項目 ������Y]H.悦ｨ惠������ｿ�/�ｴﾉ?ﾈ�R�コメント■く理由、惑乱気づいたことな日∴■■， 

1－1協働の形態の選択㈲ 選択した協勘の形態既共催、事業協力、支 援・繊妙は適切でしたれ �� 

1－2　協働の形態の選択（団体等） 迭�当臥の主力事業の経験を基に実施し、運営でき 

自らの特性を活かせる連携方陰でしたか） 凾ｽ 

2協働の意義の明確化 協働で実施する必要性やねらいを明確にしまし たれ 釘�生ごみ減量化の必要性は受講者に明確に伝えられ たが、実施回数が少ないことには疑問が残る 

3主体性Ⅰ自主性の尊重 お互いを理解し、尊重して事業を進めました カ㌔ 迭�お互いの立場を理解し、尊重して事業を進めるこ とができた 

4　役割と責任わ自覚 迭�事業の企画、準備・実施にわたり本臥の責任を 

役割分担や責任の所在が明確でしたれ 凾烽ﾁて実施した 

5協働の成果 協働ならではの成果はありましたカ㌔また、副 次的な効果はありましたカも 鍬．・会費∂戦え会寿闇の紛つ ながった舵鯛甥つ かった掌 迭�会場を予桝確保していただいたこと。 生ご率約酎ヒアドバイザーの活用が図られ、 会員のスキルアップにつながった 

総合コメント本事業の実施をとおして、市との交流と慣脚部紆浦楔ができた 　　　　　　　　　　　　　1 

この振返りは、協働事業を行った双方が、協働事業への理解を深め、良好なパートナーシップを構築することにより、

お互いに成長し、また、よりよい協働事業の発展につなげるために実施するものです。得点の高低や事業（功憂劣をつけ


